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博物館
の

蔵仕事

企画展

開館時間 9:30~17:00
 　※入館は16:30まで
休館日　 月曜日
   ※10/12(月・祝)、1 1/23(月・祝)は開館、
   　10/13(火)、1 1/24(火)は休館
入館料　 一般：310円(250円)　
　　　　 大学生：190円(150円)
 　※ ( ) 内は20名以上の団体料金
 　※高校生以下、65歳以上、
     障害者手帳をお持ちの方は無料
 　※入館無料日：10/11(日)、11/14(土)、
     15(日)、22(日)、12/6(日)

 close

12/6
　Sun.

体験イベント
「ほんものをひらく！むかしの本でこれなあに？」
　　10月18日(日)、11月7日(土)、21日(土)　13:30～14:30

こどもむけ見学会
「けんぱくのくらひらく！収蔵庫たんけんツアー」
　　※対象：小学生、中学生、高校生、大学生
　　10月24日(土)、11月15日(日)、29日(日)　11:00～12:00

館長おはなし講座
「正倉院のくらひらく～宝物公開の軌跡～」
　　10月31日(土）13:30～15:00

はく ぶつ かん

くら し ごと

 open

10/10
　Sat.

➀くらとのであい
➁くらからくらへ　

➂くらとはこ
➃くらのしるし

➄くらはいとなみ
➅くらのひらきかた　

➆くらとちえ　
➇くらとのおわかれ
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人々はむかしから大切なものを蔵におさめてきました。蔵は、持ち主や関わってきた人々の歴史をものがたります。
地域の歴史にまつわる文化財を集め、守り、調べていく博物館にとって、蔵は貴重な資料のありかです。この展覧会では、
８つのテーマにそって、博物館の蔵との向き合い方をご紹介。さまざまな“蔵仕事”の現場をのぞいてみましょう。

くらひらく　８つのテーマ
展示室で“蔵仕事”をのぞいてみよう

桑山玉洲の書画道具（個人蔵）

紀州三大文人画家のアトリエがよみがえる！

報恩寺の什物　楽琵琶　（報恩寺蔵）

あらゆる難をのがれて生き延びた宝

高野山北室院土蔵 文化財調査のようす
県博×高野山大学！山上の蔵をひらく

体験イベント
ほんものをひらく！
～むかしの本でこれなあに？～

服部家旧蔵古典籍類の実物が目の前に！学芸員と
いっしょに本物の資料 （典籍） をさわります。 昔の人
になりきって、 展示室の道具などを調べてみよう！

開催日　10 月 18 日（日）
　　　　1 1 月 7 日（土）
　　　　1 1 月 21 日（土）
時間　　13:30 ～ 14:30
対象　　どなたでも参加可能

事前申し込み不要・参加無料
入館手続きを済ませ展示室に集合

こどもむけ見学会
けんぱくのくらひらく！
～収蔵庫たんけんツアー～

文化財の未来をつなぐこどもたちへ、 県立博物館の
“蔵” である収蔵庫を特別に公開します。 学芸員のガ
イドで、 博物館のうらがわをたんけんしてみよう！

開催日　10 月 24 日（土）
　　　　1 1 月 15 日（日）
　　　　1 1 月 29 日（日）
時間　　11:00 ～ 12:00
対象　　小学生、中学生、高校生、大学生

事前申し込み不要・参加無料
入館手続きを済ませエントランスに集合

館長おはなし講座
「正
しょう

倉
そう

院
いん

のくらひらく
～宝物公開の軌跡～」

日本を代表する “蔵” といえば、東大寺の正倉院です。
戦後、 奈良国立博物館で毎年欠かすことなく行われて
きた展覧会 「正倉院展」 を担当していた当館の館長が、
宝物公開の歴史についてお話します。

開催日　10 月 31 日（土）
時間　　13:30 ～ 15:00
対象　　どなたでも参加可能

事前申し込み不要・参加無料
県立博物館 2階 学習室に集合

　　　　　　　　館長　関根俊一




